
藍
住
町

藍
住
町

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

第
 126 号

第
 126 号

2026
2026（（

令
和

8
令

和
8

）年）年
  8

月
8

月
2

5
2

5
日日

（
ア
ド
レ
ス
）

https
://w

w
w
.tow

n.aizum
i.lg.jp/gikai/

（
ア
ド
レ
ス
）

https
://w

w
w
.tow

n.aizum
i.lg.jp/gikai/

藍
住
町
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

藍
住
町
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

～
７
月
2
4
日
は
と
く
し
ま
藍
の
日
！

～
７
月
2
4
日
は
と
く
し
ま
藍
の
日
！

藍
を
愛
そ
う
！
～

藍
を
愛
そ
う
！
～

６６
月

定
例

会
月

定
例

会
一

般
質

問
　

～
町

政
の

こ
こ

が
聞

き
た

い
～

一
般

質
問

　
～

町
政

の
こ

こ
が

聞
き

た
い

～
…

…
…

…
PP₄₄

～～
₈₈

議
会

の
う

ご
き

・
わ

た
し

の
一

言
議

会
の

う
ご

き
・

わ
た

し
の

一
言

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

P10
P10



22026（令和₈）.₈.25　藍住町議会だより 126号

　６月議会定例会が６月３日から18日までの16日間の会期
で開会され、次の議案について審議しました。
　一般質問では５人の議員が登壇し、町政について質問し
ました。

６月定例会
〜町長提案〜〜町長提案〜

●令和７年度藍住町一般会計補正予算の専決処分の報告と承認………………………………………………可　　 決
●藍住町税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告と承認………………………………………………可　　 決
●藍住町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告と承認… …………………………可　　 決
●令和８年度藍住町一般会計補正予算… …………………………………………………………………………可　　 決
●藍住町住民の印鑑に関する条例の一部改正… …………………………………………………………………可　　 決
●藍住町町民体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正…………………………………………………可　　 決
●藍住町保育所条例の一部改正………………………………………………………………………………………可　　 決
●奧村家住宅主屋（カマヤ・茶室）耐震補強等工事の変更請負契約の締結… ………………………………可　　 決
●藍住町教育委員会委員任命の同意… ……………………………………………………………………………撫養 昌史氏

●農業委員会委員の任命の同意…………………………………………………………………………………Ｐ３参照
●固定資産評価員選任の同意…………………………………………………………………………………………榎本 公晃氏

●藍住中学校体育館空調設備設置工事請負契約の締結…………………………………………………………可　　 決
●防災ヘルメット整備事業（避難所強靭化）の物品購入契約の締結…………………………………………可　　 決

〜報　　告〜〜報　　告〜
●令和７年度藍住町一般会計繰越明許費繰越計算書（※）の報告
　繰越総額　８億1,094万8,874円
●令和７年度藍住町特別会計（介護保険事業）繰越明許費繰越計算書（※）の報告
　繰越総額　487万1,500円
●令和７年度藍住町一般会計継続費繰越計算書の報告
　繰越総額　4,886万円
●令和７年度藍住町水道事業会計予算繰越の報告
　繰越総額　8,866万8,000円
●令和７年度藍住町下水道事業会計予算繰越の報告
　繰越総額　１億9,318万4,508円
●藍住町土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出

（※）繰越明許費とは？
　特定の事業や特別の事情（天候の都合など）で、年度内にその支出を終わらない見込みのあるも
のについては、予算の定めることにより、翌年度に繰り越して使用できる経費（地方自治法第213
条）。
　町長は翌年度の５月31日までに繰越計算書を調製し、次の議会の会議に報告しなければならな
い（地方自治法施行令第146条）。

● �非核三原則の堅持を求める請願… ………………………………………………………………………… 不　採　択
　 請願者　徳島県国民平和大行進実行委員会　実行委員長　山本　正美
　 紹介議員　林　茂 

請 願
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定　例　会　案　内定　例　会　案　内

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 ☎（088）637–3127

次の定例会は9月です。
定例会日程や議会だよりについてはホームページに掲載しています。

次号は11月に発行します。

本会議を傍聴しませんか
①住所・氏名・電話番号を明記。
②掲載時には、氏名を掲載させていただきます。
③字数は500字以内。
④掲載月を調整する場合があります。
⑤�御意見の内容によっては、「町民の声」として取り扱わな
い場合もありますので、あらかじめ御了承ください。

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政、議会だよりに関する御意見をお寄せください。

投投 稿稿 規規 定定

農業委員会委員の任命に同意農業委員会委員の任命に同意

任命年月日は令和８年７月20日です。

安崎　三代子氏　佐野　健志氏　國北　昌男氏　篠原　正明氏　藤井　隆夫氏　小野　鶴代氏　友兼　仁氏

黒上　晴美氏　山下　恵美氏　犬伏　貞治氏　佐野　百合香氏　古川　貴大氏　村山　いさを氏　矢野　正英氏

令和８年度  一般会計補正予算令和８年度  一般会計補正予算

6億６,３００万円増額歳入歳出歳入歳出
それぞれそれぞれ １５９億３,７００万円予 算予 算

総 額総 額

～補正の内容～
　  総　 務　 費
◆世代間交流施設整備事業 … …………………………………………………………１億8,210万円
◆公共施設脱炭素化推進事業 … ………………………………………………………… ３億730万円
　  民　 生　 費
◆高齢者・子育て世帯向け物価高騰対策商品券事業 … …………………………………9,400万円
　  教　 育　 費
◆教育施設照明LED化事業（学校物価高騰対策）… ………………………………………6,321万円
　  衛　 生　 費
◆一般廃棄物焼却施設維持管理費 … ………………………………………………………… 700万円
◆指定ごみ袋事業費 … ………………………………………………………………………… 878万円

（1 万円未満四捨五入）

令和８年　第２回臨時会
　７月29日開催の臨時会において次の議案が上程され、可決しました。
〜町長提案〜〜町長提案〜

● 和解について… ………………………………………………………………………………………………………可　　決
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

６月議会会議録

新
に

居
い

　純
じゅんいち

一　議員

問
本
町
唯
一
の
観
光
資
源
で
あ
る「
藍
の
館
」を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
以
下
の
内
容
で
の
導
入
を
考
え
る
が
。

「
町
民
と
同
行
者
の
入
館
料
２
割
引
と
藍
染
め
体
験
１
割
引
」

（
た
だ
し
、
１
グ
ル
ー
プ
10
名
以
内
）

社
会
教
育
課
長　

割
引
は
来
館
の
後
押
し
に
な
る
が
、

来
館
の
動
機
を
生
み
出
す
た
め
に
は
施
設
の
魅
力
向
上
が
不

可
欠
。
実
効
性
の
高
い
施
策
を
研
究
し
具
現
化
し
て
い
き
た

い
。 「

藍
の
館
」町
民
割
引
制
度
導
入

「
藍
の
館
」町
民
割
引
制
度
導
入

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　　

��

入
館
料
の
改
定
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討

入
館
料
の
改
定
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る

す
る
必
要
が
あ
る

問
本
町
の
被
害
状
況（
通
所
人
数
、
被
害
総
額
）は
。

福
祉
課
長　

通
所
人
数
は
１
人
。
不
正
請
求
分
は

１
８
１
万
２
４
９
０
円
。

問
介
護
保
険
の
時
効
は
２
年
と
聞
い
て
い
た
が
、
今
回

の
件
の
時
効
は
何
年
か
。

福
祉
課
長　
不
正
請
求
に
お
け
る
時
効
は
、
５
年
。

問 
徳
島
市
で
は
、
国
へ
の
返
還
金
免
除
を
求
め
る
と
聞

い
た
が
、
私
は
、
国
と
県
へ
の
返
還
金
の
免
除
を
求

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
本
町
の
認
識
は
。
ま
た
、
免
除
を

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
財
源
は
。

福
祉
課
長　

国
や
県
の
返
還
分
ま
で
肩
代
わ
り
す

る
こ
と
に
違
和
感
を
抱
い
て
お
り
制
度
の
見
直
し
が
必
要
。

国
は
、
実
態
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
令
和
８
年
度
中
に
結
論

を
得
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
返
還
す
る
場
合
の
財
源
に
つ
い

て
は
、
一
般
財
源
で
予
算
計
上
す
る
見
込
み
。

問
介
護
保
険
も
不
正
請
求
し
て
い
た
。
本
町
の
被
害
の

有
無
は
。

健
康
推
進
課
長　

利
用
実
績
は
な
く
、
ま
た
、
不
正
請

求
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

豊
結
会
の
障
害
児
童
施
設
不
正

豊
結
会
の
障
害
児
童
施
設
不
正

受
給
に
つ
い
て

受
給
に
つ
い
て

　　

��

国
の
動
向
を
注
視
し
関
係
市
町
と
情
報
共
有

国
の
動
向
を
注
視
し
関
係
市
町
と
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く

問
被
害
を
受
け
た
方
の
現
在
の
勤
務
状
況
は
。

社
会
教
育
課
長　

個
人
情
報
の
た
め
答
弁
を
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問
被
害
者
の
現
在
の
体
調
は
、
被
害
を
受
け
る
前
の
状

態
に
戻
っ
た
の
か
。

社
会
教
育
課
長　

個
人
情
報
の
た
め
答
弁
を
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問
前
定
例
会
以
降「
相
談
窓
口
の
周
知
」「
相
談
体
制
の

充
実
」「
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」を
ど
の
よ
う

に
進
め
た
の
か
具
体
的
に
示
し
て
ほ
し
い
。

教
育
次
長　
職
員
用
掲
示
板
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談

窓
口
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

総
務
課
、
教
育
委
員
会
及
び
職
員
労
働
組
合
に
相
談
員
を
置

き
、
必
要
に
応
じ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
委
員
会
に
対

応
を
依
頼
す
る
。
さ
ら
に
、
専
門
的
見
地
か
ら
外
部
相
談
機

関
へ
の
相
談
も
可
能
。
こ
の
場
合
、
町
へ
の
報
告
は
本
人
の

同
意
が
あ
っ
た
場
合
の
み
と
し
て
、
秘
密
は
守
ら
れ
る
仕
組

み
。
以
上
よ
り
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。

問
前
定
例
会
以
降
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
の
実
施
状
況

は
。

総
務
課
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
職
員
か
ら
の
意

見
等
を
参
考
に
し
、
講
師
及
び
研
修
内
容
の
選
定
を
進
め
て

い
る
。
年
内
の
実
施
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

パ
ワ
ハ
ラ
事
件
の
そ
の
後
に
つ
い
て

パ
ワ
ハ
ラ
事
件
の
そ
の
後
に
つ
い
て

　　

��

安
心
し
て
勤
務
で
き
る
環
境
の
確
保
に
努
め
る

安
心
し
て
勤
務
で
き
る
環
境
の
確
保
に
努
め
る
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

６月議会会議録

小
お

川
がわ

　幸
ゆきひで

英　議員

問
夏
に
か
け
て
草
が
伸
び
害
虫
が
大
量
に
発
生
し
住
民

の
方
か
ら
の
苦
情
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
管
理
で
き

て
い
な
い
空
き
地
は
何
件
あ
る
か
。

生
活
環
境
課
長　

空
き
地
の
う
ち
、
苦
情
や
相
談
が
寄

せ
ら
れ
た
件
数
は
、
１
月
か
ら
現
在
ま
で
に
13
件
。

問
空
き
家
空
き
地
の
見
回
り
は
行
っ
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長　

全
件
は
巡
回
し
て
い

な
い
。
住
民
か
ら
相
談
や
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

た
場
合
に
、
速
や
か
に
現
地
確
認
を
行
っ
て

い
る
。

空
き
家
、
空
き
地
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
、
空
き
地
対
策
に
つ
い
て

　　

��

引
き
続
き
安
全
な
生
活
環
境
の
保
全
に

引
き
続
き
安
全
な
生
活
環
境
の
保
全
に��

努
め
て
い
く

努
め
て
い
く

問 

空
き
家
相
談
会
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
環
境
課
長　

対
応
す
る
相
談
体
制
の
整
備
が
困
難

な
状
況
。
相
談
に
つ
い
て
は
、「
と
く
し
ま
回
帰
」住
宅
対
策

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
無
料
実
施
さ
れ
て
お
り
、
案
内
し
て

い
る
。問

倒
壊
の
恐
れ
な
ど
が
あ
る
老
朽
空
き
家
な
ど
に
対
し

て
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
補
助
金
を
交
付
す
る
と

の
事
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長　

要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
８０
万
円
を

上
限
に
先
着
順
で
補
助
金
を
交
付
。

　
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙

掲
載
、
藍
メ
ー
ル
及
び
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
情
報
発
信

を
し
て
い
る
。

問
空
き
地
の
管
理
不
全
対
策
に
お
け
る
助
成
事
業
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
環
境
課
長　

制
度
設
計
や
費
用
対
効
果
な
ど
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
他
自
治
体
の
情
報
収
集
、
精
査
を
進
め
、

課
題
や
効
果
等
を
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

問
子
育
て
世
代
の
多
く
が
町
の
公
園
の
遊
具
不
足
を
訴

え
て
お
り
、
複
合
遊
具
の
設
置
と
い
っ
た
要
望
を
聞

く
が
、
こ
う
い
っ
た
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
う

え
で
公
園
設
備
に
対
す
る
見
解
は
。

生
活
環
境
課
長　

現
在
の
複
合
遊
具
の
修
繕
や
安
全
管

理
を
優
先
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
新

し
く
設
置
を
す
る
予
定
は
な
い
。

問
世
代
間
で
使
え
る
公
園
の
整
備
は
考
え
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長　

桜
づ
つ
み
公
園
に
、
健
康
遊
具
の
設

備
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
園
の
ベ
ン
チ
は
、

必
要
な
場
所
に
、
設
置
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公
園
の
遊
具
の
整
備
に
つ
い
て

公
園
の
遊
具
の
整
備
に
つ
い
て

　　

��

世
代
間
で
使
え
る
公
園
と
し
て
整
備
を

世
代
間
で
使
え
る
公
園
と
し
て
整
備
を��

進
め
て
い
く

進
め
て
い
く

問
ナ
フ
サ
不
足
で
ナ
イ
ロ
ン
の
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
小

売
店
、
大
型
店
で
も
種
類
に
よ
っ
て
は
全
く
な
い
物

も
あ
る
が
、
本
町
の
ご
み
袋
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

ご
み
対
策
に
つ
い
て

ご
み
対
策
に
つ
い
て

　　

��

物
価
の
推
移
な
ど
注
視
し
適
正
な
価
格
設
定

物
価
の
推
移
な
ど
注
視
し
適
正
な
価
格
設
定

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
る

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
る

その他の質問その他の質問

○�

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

○�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
ケ
ア
マ
ネ
業
務
に

つ
い
て

○
前
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
長　

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
燃

や
せ
る
ご
み
袋
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
供
給
に

支
障
の
な
い
在
庫
を
確
保
し
て
い
る
。
７
月
中
に
順
次
納
品

さ
れ
、
在
庫
は
回
復
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

問
ご
み
袋
の
値
上
げ
は
考
え
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長　

今
年
度
の
販
売
価
格
は
据
え
置
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
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元
もと

木
き

　春
はる

香
か

　議員

問
２
０
４
０
年
問
題
を
背
景
に
教
育
環
境
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
本
町
で
も
令
和
７
年
度
の
出
生
数
は

２
５
２
名
で
あ
り
、
仮
に
町
内
４
小
学
校
に
均
等
に
分
か
れ

て
も
、
１
校
１
学
年
約
60
名
と
な
り
、
国
の
標
準
的
な
学
校

規
模
の
下
限
に
近
づ
く
可
能
性
が
あ
る
。
高
校
学
区
制
廃
止

に
伴
う
町
外
流
出
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
今
後
ど
の
学
校
を
重

点
的
に
注
視
し
て
い
く
の
か
。

教
育
次
長　

学
校
単
位
で
は
な
く
俯
瞰
的
に
注
意

深
く
状
況
の
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
校
の
統
廃
合
を
含
む
今
後

小
中
学
校
の
統
廃
合
を
含
む
今
後

の
学
校
の
あ
り
方
関
す
る
検
討
開

の
学
校
の
あ
り
方
関
す
る
検
討
開

始
時
期
に
つ
い
て

始
時
期
に
つ
い
て

　　

��

人
口
推
計
や
社
会
の
動
向
等
を
注
視
し
な

人
口
推
計
や
社
会
の
動
向
等
を
注
視
し
な

が
ら
、
検
討
の
時
期
は
判
断
し
て
い
く
。

が
ら
、
検
討
の
時
期
は
判
断
し
て
い
く
。

問
低
年
齢
児
の
待
機
児
童
に
対
す
る
保
育
士
不
足
の
影

響
を
踏
ま
え
、
今
後
の
具
体
的
な
改
善
策
は
。

福
祉
課
長　

一
自
治
体
の
財
政
や
施
策
で
は
根
本

的
な
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
国
や
県
の
保
育
士
確
保
の
施
策
を
漏
れ
な

く
、
か
つ
効
果
的
に
保
育
現
場
へ
浸
透
さ
せ
、
活
用
し
て
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
フ
ァ
ミ
サ
ポ
利
用
減
に
よ
る
余
剰
財
源
を
、
低
年
齢

児
家
庭
へ
の
利
用
料
軽
減
策
に
活
用
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長　

予
算
は
議
会
の
議
決
を
経
て
成
立
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
原
則
的
に
は
不
用
額
を
本
来
の
目
的

と
異
な
る
支
出
に
充
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

低
年
齢
児
の
待
機
児
童
に
向
け
た

低
年
齢
児
の
待
機
児
童
に
向
け
た

支
援
体
制
に
つ
い
て

支
援
体
制
に
つ
い
て

～
保
育
士
確
保
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

～
保
育
士
確
保
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
・  

サ
ポ
ー
ト
制
度
等
の
補
完
的
活
用
を
〜

サ
ポ
ー
ト
制
度
等
の
補
完
的
活
用
を
〜

　　

��

保
育
環
境
の
質
的
向
上
と
保
育
士
確
保
を

保
育
環
境
の
質
的
向
上
と
保
育
士
確
保
を

支
援
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町

支
援
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町

の
実
現
に
努
め
た
い

の
実
現
に
努
め
た
い

問
子
ど
も
の
数
が
今
後
急
激
に
増
加
へ
転
じ
る
こ
と
は

考
え
に
く
い
状
況
が
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
統
廃
合
に
は
、「
学
校
が
な
く
な
る
＝
寂
し
い
」と
い
う
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
伴
い
が
ち
だ
が
、
本
来
の
目
的
は「
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
向
上
」に
あ
る
。
町
と
し
て
、
い

つ
頃
か
ら
具
体
的
な
検
討
を
始
め
る
の
か
。

教

育

長　
学
校
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
判
断
す
る

時
期
を
見
極
め
、
幅
広
い
分
野
か
ら
参
画
し
て
い
た
だ
き
、

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
町
全
体

で
ま
ち
の
未
来
を
考
え
て
進
め
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
誰
も
が
共
通
の
危
機
感
を
持
て
る
よ
う
、
１
学
年
の

児
童
数
や
出
生
数
な
ど
、
検
討
開
始
の
目
安
と
な
る

具
体
的
な
数
値
基
準
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

教

育

長　

１
学
年
当
た
り
の
人
数
や
ク
ラ
ス
数

に
基
づ
く
学
校
の
統
廃
合
を
想
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
人
口
推
計
や
社
会
の
動
向
等
を
注
視
し

な
が
ら
、
検
討
の
時
期
は
判
断
し
て
い
く
。

県内主要市郡の
中学３年生徒数減少率予測

（2026年⇒2040年）
板 野 郡 23.9%減（834人→635人）
徳 島 市 32.5%減（2,213人→1,493人）
阿 南 市 46.5%減（654人→350人）
鳴 門 市 47.9%減（401人→209人）
小 松 島 市 49.8%減（259人→130人）
美 馬 市 56.5%減（207人→90人）
吉 野 川 市 57.6%減（295人→125人）
三 好 市 57.8%減（135人→57人）
阿 波 市 58.9%減（285人→117人）

※�その他各市郡でも大幅は減少が予測されています。
（出典）�第１回 徳島県公立高等学校の在り方検討会

議 資料４「本県公立高等学校の現状より」
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問
役
場
に
相
談
窓
口
設
置
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

産
業
商
工
課
長　

国
、
県
に
お
い
て
相
談
窓
口
を
整
備

し
て
い
る
と
こ
ろ
。町
と
し
て
、窓
口
に
来
ら
れ
た
際
は
、国
、

県
の
個
別
相
談
窓
口
に
つ
な
い
で
い
く
。

問
町
内
に
は
、
約
１
４
０
０
カ
所
の
事
業
所
が
地
域
経

済
を
支
え
て
い
る
。
町
内
業
者
の
実
態
把
握
を
し
て

い
る
の
か
。

産
業
商
工
課
長　

国
、
県
か
ら
の
情
報
だ
け
で
な
く
、

商
工
会
、
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
、
町
内
事
業
者
の
状
況
や
影
響

中
小
業
者
の
深
刻
な
状
況
と
対
応
に

中
小
業
者
の
深
刻
な
状
況
と
対
応
に

つ
い
て

つ
い
て（
中
東
情
勢
の
悪
化
で
中
小
業
者
に
深
刻
な

（
中
東
情
勢
の
悪
化
で
中
小
業
者
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。）

影
響
を
与
え
て
い
る
。）

　　

��

事
業
者
が
直
面
す
る
状
況
や
影
響
に
つ
い

事
業
者
が
直
面
す
る
状
況
や
影
響
に
つ
い

て
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い

て
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い

問
第
２
浄
水
場
更
新
整
備
事
業（
工
事
費
用
47
億
７
９ 

４
４
万
円
）に
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
で
き
な

い
か
。

上
下
水
道
課
長　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
は
困
難
で

あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、
導
入
は
予
定
し
て
い
な
い
。

問
県
内
９
自
治
体
が
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
普
及
促
進

補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
町
も
で
き
な
い
か
。

自
然
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

自
然
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

転転
換
す
る
こ
と
に
つ
い
て

換
す
る
こ
と
に
つ
い
て（
２
０
２
１

（
２
０
２
１

年年
６
月
６
月
に
公
共
施
設
に
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

に
公
共
施
設
に
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
２
０
３
０
年
度
ま

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
２
０
３
０
年
度
ま

で
に
で
に
5050
％
の
導
入
、
２
０
４
０
年
１
０
０
％
の

％
の
導
入
、
２
０
４
０
年
１
０
０
％
の

導
入
が
目
標
。計
画
が
あ
る
建
築
物
か
ら
設
置
。）

導
入
が
目
標
。計
画
が
あ
る
建
築
物
か
ら
設
置
。）

　　

��

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
重
要
性
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
対
策
を
検
討
し
て
い
く

認
識
し
て
お
り
対
策
を
検
討
し
て
い
く

問
１６
市
町
村
で
中
学
給
食
無
償
化
が
実
施
。
町
で
も
無

償
化
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長　

現
時
点
で
の
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
１５
市
町
村
が
６
０
０
円
自
己
負
担
分
を
免
除
、
町
で

も
無
償
化
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長　

現
時
点
に
お
い
て
、
無
償
化
を
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。

問
子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
、
町
か
ら
補
助
金
を
支
給
で

き
な
い
か
。

福
祉
課
長　

現
時
点
で
、
こ
ど
も
食
堂
を
対
象
と

し
た
独
自
の
補
助
金
制
度
を
設
け
る
予
定
は
な
い
。

物
価
高
騰
か
ら
町
民
の
暮
ら
し

物
価
高
騰
か
ら
町
民
の
暮
ら
し

を
守
る
対
策
に
つ
い
て

を
守
る
対
策
に
つ
い
て（
中
東
情
勢

（
中
東
情
勢

の
悪
化
で
特

の
悪
化
で
特
にに
低
所
得
世
帯
や
単
身
高
齢
者
、

低
所
得
世
帯
や
単
身
高
齢
者
、

子子
育
て
世
帯
な
ど
で
は
、
暮
ら
し
が
一
段
と

育
て
世
帯
な
ど
で
は
、
暮
ら
し
が
一
段
と

難難
し
く
な
っ
て
い
る
。）

し
く
な
っ
て
い
る
。）

　　

��

町
全
体
の
施
策
の
バ
ラ
ン
ス
を
総
合
的
に

町
全
体
の
施
策
の
バ
ラ
ン
ス
を
総
合
的
に

判
断
し
て
い
く

判
断
し
て
い
く

に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

問
建
設
労
働
組
合
も
実
態
調
査
を
し
て
い
る
の
で
、
連

携
し
対
応
し
て
ほ
し
い
。

産
業
商
工
課
長　

組
合
か
ら
の
情
報
を
役
場
に
共
有
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
、
役
場
と
し
て
打
て
る

手
と
い
う
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
世
代
間
交
流
施
設
の
建
設
工
事
に
は
影
響
な
い
の

か
。

企
画
政
策
課
長　

資
材
を
発
注
で
き
る
段
階
に
至
っ
て

い
な
い
た
め
、
影
響
が
本
事
業
に
対
し
て
ど
の
程
度
及
ぶ
か

現
時
点
で
見
通
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
。

生
活
環
境
課
長　

町
独
自
の
助
成
事
業
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
。

問
町
は
電
気
自
動
車
等
普
及
促
進
事
業
を
実
施
で
き
な

い
か
。

生
活
環
境
課
長　

現
時
点
に
お
い
て
、
町
独
自
の
助
成

事
業
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。
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問
加
齢
に
よ
り
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
く
な
る
加
齢
性
難
聴

は
人
と
の
会
話
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
減
少

を
招
き
社
会
的
孤
立
・
認
知
症
・
う
つ
・
フ
レ
イ
ル
等
の
リ

ス
ク
要
因
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
課
題
を
認
識
し
て
い
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

高
齢
期
に
お
け
る
生
活
機
能
の
維
持

や
社
会
参
加
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問
本
人
や
ご
家
族
・
地
域
住
民
が
早
期
に
変
化
に
気
付

き
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
介
護
予
防
事

加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て

　　

��

住
民
の
皆
様
の
健
康
維
持
に
資
す
る
よ
う
、

住
民
の
皆
様
の
健
康
維
持
に
資
す
る
よ
う
、

可
能
な
範
囲
か
ら
段
階
的
に
、
そ
の
在
り

可
能
な
範
囲
か
ら
段
階
的
に
、
そ
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

問「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
」と
し
て
災
害
時
の
避

難
情
報
や
避
難
所
で
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
難
聴
の

方
や
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
も
分
か
り
や
す
く
確
実
に

情
報
を
届
け
る
た
め
に
現
在
ど
の
よ
う
な
体
制
の
整
備
や
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

平
時
は
文
字
情
報
配
信
、
災
害
時
は

避
難
所
で
の
視
覚
的
な
情
報
掲
示
、
そ
し
て
、
個
別
対
応
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
難
聴
の
方
に
対
す
る
情
報
伝
達
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

　　

��

誰
１
人
取
り
残
さ
な
い
避
難
環
境
の
整
備

誰
１
人
取
り
残
さ
な
い
避
難
環
境
の
整
備

に
取
り
組
む

に
取
り
組
む

問
が
ん
と
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
や
、
そ
の
ご
家

族
が
安
心
し
て
治
療
や
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
全

世
代
を
対
象
と
し
た
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部
補
整
具
等
の

購
入
費
助
成
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

年
齢
を
限
定
す
る
も
の
と
は
捉
え
て

い
な
い
。
様
々
な
事
情
も
考

慮
し
た
上
で
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
つ
い
て

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
つ
い
て

　　

��

自
分
ら
し
く
、
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
た
め
に

自
分
ら
し
く
、
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
た
め
に

業
の
場
等
で「
聞
こ
え
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」や
相
談
窓
口
の
案

内
実
施
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
推
進
課
長　

整
理
す
べ
き
課
題
も
多
く
、
現
時
点

で
は
導
入
の
可
否
を
判
断
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
く
。

問
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
活
用
し
た
啓
発
資
料
の
作

成
・
配
布
な
ど
の
普
及
啓
発
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
推
進
課
長　

取
組
を
一
歩
で
も
前
に
進
め
る
観
点

か
ら
、
ま
ず
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
た
啓
発
を
検
討
し
て
い

く
。

問
避
難
所
で「
耳
マ
ー
ク
カ
ー
ド
」を
備
え
付
け
希
望
者

へ
配
布
す
る
取
組
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

総
務
課
長　

耳
マ
ー
ク
カ
ー
ド
は
、
各
指
定
避
難

所
に
カ
ー
ド
形
式
の
備
え
付
け
と
し
て
導
入
を
進
め
た
い
。

問
災
害
時
に
利
用
で
き
る
情
報
手
段
や
行
動
に
つ
な
げ

ら
れ
る
方
法
を
分
か
り
や
す
く
周
知
す
る
啓
発
資
料

を
作
成
・
配
布
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

関
係
各

課
と
連
携
し
な
が
ら
、
窓
口
で

の
配
布
も
含
め
検
討
を
進
め
て

い
く
。
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６
月
３
日
に
招
集
さ
れ
た
本
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
に
発

生
し
た
浸
水
状
況
に
つ
い
て
並
び
に
、
藍
住
町
の
水
害
に
に
つ

い
て
を
藍
住
町
総
務
課
長
、
建
設
課
長
及
び
危
機
管
理
室
長
の

説
明
の
も
と
、
本
町
の
水
害
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
18
日
に
招
集
さ
れ
た
本
委
員
会
で
は
、
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

　
協
議
の
結
果
、
旧
吉
野
川
の
堤
防
治
水
研
究
、
徳
島
県
立
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
の
見
学
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
18
日
に
招
集
さ
れ
た
本
委
員
会
で
は
、
活
動
方
針
に
つ

い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
議
員
定
数
の
削
減
に

つ
い
て
」。「
政
務
活
動
費
の
導
入
に
つ
い
て
」。「
長
期
欠
席
議
員

の
報
酬
減
額
に
つ
い
て
」。な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
の
結
果
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
次
回
の
委
員
会
開
催
ま

で
に
事
前
資
料
を
作
成
し
、
進
め
方
や
方
向
性
等
を
次
回
協
議

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
18
日
に
招
集
さ
れ
た
本
委
員
会
で
は
、
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。
事
前
に
佐
賀
県
江
北
町
の
町
営
タ
ク

シ
ー
事
業
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
を
委
員
で
共
有
し
、「
事
業
開

始
か
ら
３
か
月
経
過
し
て
い
る
の
で
、
利
用
状
況
が
気
に
な
る
。

利
用
者
の
声
も
聞
い
て
み
た
い
」。「
片
道
１
０
０
円
は
破
格
の
金

額
設
定
。運
営
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」。「
町
営
タ
ク
シ
ー

事
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
も
う
少
し
深
掘
り
し
て
調
査

し
て
み
は
ど
う
か
」。
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
取
組
と
し
て
、
本
町
と
財
政
規
模
や
人
口
が
似
て
い

て
、
事
業
活
動
し
て
い
る
自
治
体
を
複
数
調
べ
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、
専
門
の
方
の
お
話
を
聞
く
研
修
会
の
開
催
も
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
３
日
に
招
集
さ
れ
た
本
委
員
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
第

１
２
６
号
の
作
成
に
つ
い
て
と
そ
の
他
事
項
で
今
後
の
議
会
だ

よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
後
の
議
会
だ
よ
り
の
方
向
性
と
し
て
、
見
や
す
く
、
分
か

り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
や
記
事
構

成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

特別委員会の開催と活動状況特別委員会の開催と活動状況

令和８年度 町村議会議長会・副議長研修会令和８年度 町村議会議長会・副議長研修会
　５月26日、東京国際フォーラムで開催され、米本議長と前田副議長が出席しました。
　研修は、中本全国町村議会議長会長より開会の挨拶が行われた後、次のテーマにより実施されました。
　●地方創生の先行き －地域戦略とともに－
　●人口減少社会における外国人材の確保・育成の実践
　●男女共同参画で地域を元気に ～人口減少社会を生き抜く方策～
　●女性模擬議会の取組～町施行69年の空白を経て、女性議員の誕生・新しい風が吹く町へ～

藍住町議会夏休み絵画コンクールを実施します！藍住町議会夏休み絵画コンクールを実施します！
テ ー マ 　「藍住町の守りたい場所・景色」
画 材 ・ 用 紙 　・クレヨン、色鉛筆、水彩画など（ただし、折り紙、毛糸などの立体物の使用は不可）

　　　　　　　　　　　   ・八つ切画用紙
応 募 資 格 　小学生から中学生（藍住町内在住の方） ※１人１点　未発表のもの
応 募 期 限 　令和８年９月30日（水曜日）午後５時必着 ※応募者は、応募規定をご確認ください。

↑応募規定・応募用紙の
　ダウンロードはこちらから

藍 住 町 防 災 対 策議 会 改 革 調 査交 通 移 動 支 援 対 策藍住町議会広報
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連
日
の
暑
さ
が
こ
た
え

る
毎
日
で
す
が
、
皆
様
お

変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
、
藍
住
町
議

会
夏
休
み
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
要
項
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
多
数
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
特
別
委
員

会
で
は
、
来
年
度
、
広
報

紙
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向

け
て
鋭
意
、
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
「
見
や
す
く
」、 「
分
か
り

や
す
く
」、 「
手
に
取
り
や
す

い
」広
報
紙
と
な
る
よ
う
レ

イ
ア
ウ
ト
や
記
事
構
成
を

見
直
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の

皆
様
に
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
工
夫
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

大
西　
孝
志

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

委
員
長　
元　
木　
春　
香

副
委
員
長　
大　
西　
孝　
志

委　
員　
小　
川　
幸　
英

委　
員　
奥　
村　
晴　
明

委　
員　
佐　
野　
慶　
一

委　
員　
前　
田　
晃　
良
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月月

８
日　
藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼�

藍
住
町
議
会
だ
よ
り
第

１
２
５
号
の
作
成
に
つ
い
て

21
日　
第
66
回
商
工
会
通
常
総
代
会

22
日　

�

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
臨

時
会　
　
　

 　

  （
北
島
町
）

26
日
〜
27
日

　
　
　

�

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

修
会　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

27
日　

�

藍
住
町
福
寿
連
合
会
第
６５
回

定
期
総
会

28
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼�

令
和
８
年
第
２
回
藍
住
町

議
会
定
例
会
の
日
程
等
に

つ
い
て66  

月月

３
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
一
般
質
問
の
通
告
に
つ
い
て

　
　
・
６
月
議
会
定
例
会
開
会

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼�

藍
住
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の

改
定
に
つ
い
て

　
　
　
▼�（
仮
称
）藍
住
町
世
代
間
交
流

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
▼�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事

業
に
つ
い
て

　
　
　
▼�

西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
煙
突
設
備
強
度
調
査
に

つ
い
て

　
　
・
藍
住
町
防
災
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
▼�

平
成
２８
年
に
発
生
し
た
浸

水
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
▼
藍
住
町
の
水
害
に
つ
い
て

13
日　

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定

時
総
会

15
日
・
６
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

p4
～
p8

　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
付
議
事
件
の
追
加
に
つ
い
て

18
日
・
６
月
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼�

令
和
８
年
度
藍
住
町
議
会

議
員
研
修
に
つ
い
て

　
　
・
藍
住
町
防
災
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
・
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
　
・�

交
通
移
動
支
援
対
策
特
別
委

員
会

　
　
　
▼
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

77  

月月

３
日　
藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼�

藍
住
町
議
会
だ
よ
り
第

１
２
６
号
の
作
成
に
つ
い
て

25
日　
あ
い
ず
み
商
工
会
納
涼
祭

29
日　
令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会

30
日　

�

第
８３
回
徳
島
県
町
村
議
会
議
長

会
定
期
総
会

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

勝瑞  勝瑞  南南
みなみみなみ

　　恵恵
え り こえ り こ

理子理子  氏氏わたしの一言わたしの一言わたしの一言わたしの一言
～産業ケアマネはファーストペンギン～
　藍住町に在住して早25年。当初は歯科衛生士として活躍させていただいていましたが、その後は介護福祉
士を取得してケアマネジャーの道へ。
　私は、幼い頃から仕事と祖父母の介護と弟の育児を両立しながら苦労した両親の傍らで、お手伝いをして
育ちました。家族が唯一笑顔になったのが私が摘んできた花でした。最近では藍住町バラ園の写真を、年老
いてしまった両親に送っては、今頃笑顔になってるかなと想像し私も自然と微笑んだり。そんな私もいつし
か誰かを笑顔にできる花になりたいと夢を持つようになりました。
　時代を先取りすることは大切だと３年前に徳島県初で「産業ケアマネ」資格を取得。
昨年には育児介護休業法の改正があり、ついに自分の出番が来たと実感。そしてピ
ンバッジシンボルのファーストペンギンは一番に海へ飛び込み仲間を先導する役目
を意味します。
　この不景気で厳しい時代の「仕事と介護の両立支援、介護離職防止、日本経済損失
防止」に向けて、みなさまに素敵な笑顔という花が咲かせられますよう、藍住町に貢
献したいと思っております。

あいずみ商工会納涼祭の様子


